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亀井利明著『保険総論ーリスクマ
ネジメントと保険の理論』
前川 寛
はじめに
本書は，昭和62年8月，同文館出版株式会社から発行された。本書は，そ
の「はしがき」で述べられているように，保険総論の教材を目的として執筆
されたものであるが，同時に，過去30年にわたる著者の研究成果の集大成で
もある。このような大著の書評をするよう依頼を受けたが，研究期間の短い
若輩の筆者がその役割をはたすことはできない。したがって，勝手ながら，
本稿を，いわゆる書評ではなく，本書を通して紹介に代えさせていただくこ
ととする。
そこで，まず，本書の構成を目次にしたがって紹介し，各章の内容の概略
を要約したい。次に，本書の構成および各章の内容に基づき，その特色と思
われる点を紹介したい。そして，最後に，筆者自身の今後の研究に対する問
題提起として，若干の考察を行いたい。
本書の構成と内容の概略
本書は全11章 (253頁）で構成されている。目次は以下のとおりである。
亀井利明著「保険総論ーリスクマネジメントと保険の理論」 （前川） （369)47 
はしがき
第1章保険理論の体系
第1節商学としての保険論
1 商学に関する研究と保険論
2 商業学，経営学と保険論
第2節経済科学としての保険論
1 保険経済学と保険経営学
2 リスクマネジメント論と保険管理論
第 3節保険研究の新しい方向
1 保険の社会学的研究
2 保険の学際的研究
第2章保険用役と保険機能
第1節保険の基礎概念
第2節保険用役
1 保険用役と約款
2 危険負担と損害填補
第3節被保険利益の形態
1 被保険利益の要件
2 被保険利益の種類
第4節保険の分類
第 5節保険の社会経済的機能
1 保険の本質的機能
2 保険の付随的機能
第3章保険の生成発展
第1節私保険の生成
1 序説
2 火災保険の生成
3 生命保険の生成
48(370) 第 32巻第 5 号
第2節公保険の生成
1 社会保険の生成
2 産業保険の生成
第3節海上保険の生成
1 海上保険の起源
2 英国における海上保険の形成
3 ロイズの生成と海上保険
4 わが国における海上保険の生成
第4章危険の本質
第1節危険の一般的意味
1 危険という用語
2 危険，危機，危害
第2節 リスクの本質
1 損害の可能性
2 損害の不確実性
3 ハザードの結合
第3節 ペリルとハザード
1 ベリルとハザードの概念
2 偶然事故
3 ハザードの形態
4 事故と損害
第5章 リスクの形態
第1節 リスクの一般的形態
1 純粋危険と投機的危険
2 静態的危険と動態的危険
第2節 リスクの個別的形態
1 一般的危険と個別的危険
2 基本的危険と特殊的危険
亀井利明著「保険総論ーリスクマネジメントと保険の理論」 （前川） （371)49 
3 主観的危険と客観的危険
4 人的危険，物的危険，責任危険
5 自然的危険と人為的危険
第3節企業危険の形態
1 生産危険，販売危険，全般危険
2 経営外部危険と経営内部危険
3 企業倒産
第6章 リスクマネジメントの構造
第1節 リスクマネジメントの意義
1 リスクマネジメントの目的
2 リスクマネジメントの導入
3 企業倒産とリスクマネジメント
第2節 リスクマネジメントの形態
1 保険管理型リスクマネジメントと経営戦略型リスクマネジ
メント
2 全般危険管理と部門危険管理
3 中小企業型リスクマネジメントと大企業型リスクマネジメント
4 保険管理と保険外管理
第3節 その他のリスクマネジメント
1 個別的危険のリスクマネジメント
2 国際危険管理と為替リスクマネジメント
3 横断的リスクマネジメント
4 他動的リスクマネジメント
5 マリン・リスクマネジメント
第7章 リスクマネジメントの展開
第1節 リスクマネジメント・サイクル
1 リスクマネジメント・サイクルの意義
2 危険処理と危険処理手段
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3 危険処理計画の原則
第2節意思決定型リスクマネジメント
1 管理過程型リスクマネジメントと意思決定型リスクマネジ
メント
2 意思決定のための活動
3 保険管理に関する意思決定
4 危険管理方針規定書と危険管理便覧
第 3節 リスクマネジメントと経営組織
1 リスクマネジメントの位置づけ
2 リスクマネジメントと監査役
3 リスクマネジャーとリスクマネジメント・コンサルクント
第8章保険市場の構造
第1節保険市場の意義
1 具体的市場と抽象的市場
2 保険の需要と供給
第2節保険の仲介機関
1 保険仲介機関の意義
2 プローカーの義務
2 ブローカーの各種機能
4 プローカーの手数料
第3節 ロイズ保険市場
1 ロイズ保険市場の意義
2 ロイズでの保険引受活動
3 ロイズでの保険金支払活動
第4節再保険市場
1 再保険市場の意義
2 再保険の形態
3 再保険プール
亀井利明著「保険総論ーリスクマネジメントと保険の理論」 （前川） （373)51 
第9章保険経営の原則と形態
第 1節保険経営の原則
1 保険の根本原則
2 保険経営の3大原則
3 保険経営可能の原則
第2節保険経営の機能
1 序説
2 マーケティング
3 保険金支払い
4 投資
第3節保険企業の組織と形態
1 保険の組織化
2 英国における保険企業の形態
3 わが国における保険企業の形態
4 株式会社と相互会社
第10章保険経営の主要機能
第1節 アンダーライティング
1 アンダーライティングの意義
2 アンダーライティングの原則
3 アンダーライティングの方法
第2節保険料率の算定
1 保険料率算定の原則
2 保険料率の算定と決定
3 損害保険料の算定
4 生命保険料の算定
第3節保険会計
1 保険事業の損益計算
2 損益計算と保険契約準備金
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3 保険契約準備金の形態
4 損害率と事業費
第11章保険政策と保険行政
第1節 保険政策と保険行政の関係
1 保険政策の意義
2 保険行政の理念
第2節保険行政の必要性
1 保険行政の登場
2 保険行政の必要性とそのあり方
第3節保険行政の範囲と休系
1 保険行政の基本原則
2 保険経営に対する監督行政
第4節 わが国における保険行政
1 保険行政の目的
2 保険行政の内容
わが国における保険総論の主要文献
わが国におけるリスクマネジメントの主要文献
索引
内容の概略は以下のようである。
第1章では，保険論と商学および経済学との閲係が論じられ，保険研究の
新しい方向として社会学的研究の要請が指摘され，学際的研究の必要性が説
かれている。すなわち，「このように多様化し， 複雑化した保険制度， 保険
現象，保険取引，保険企業等を研究の対象とする保険論は，法学，経済学，
経営学，社会学といった独立した個別科学の立場からの研究方法だけでは不
十分となってきている。それがためには，たとえば一つの保険制度を解明す
るためには一個の社会科学だけでなく，他の社会科学はもちろん，人文科学
や自然科学の協力も求めなければならなくなっている。かくて，保険の研究
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には学際的なインターデイシプリナリー・アプローチ (interdisciplinary
approach)が必要とされている。つまり，一つの制度や現象を解明するには
科学の純粋性を問題とする必要性はなくなっているのである」 (17頁）と。
第2章では，まず，保険の基礎概念が解説され，次に，「保険は，危険に
さらされることにより経済的損害（入用）を被る可能性のある多数の者が結
合して共同準備金を構成し，実際に経済的損害を被った者あるいは経済的入
用の認められる者に対し，その共同準備金から損害の填補や定額の給付を行
なうという制度である」 (25頁）と，保険が定義されている。そして，「この
ような保険の機能は，いうまでもなく，保険用役を遥じて実現される。保険
用役は，各種の企業や家計の被保険利益を脅威する危険を負担し，生じた損
害の填補または定額の給付をすることである」 (25頁）として，危険負担，損
害填補，および被保険利益について詳論されている。そのあと，さまざまな
保険の分類が示され，最後に，保険の社会経済的機能が本質的機能と付随的
機能とに類別されて説明されている。
第3章では，保険の生成が説明されている。ここでは，まず，保険が私保険
と公保険に分類され，次に，私保険は損害保険と生命保険とに分類されて，
それぞれの生成について論述されている。なお，損害保険は海上保険，火災
保険，新種保険（自動車保険を含む）に細分されるが， 「海上保険と新種保
険はその制度形成がきわめてユニークである」 (44頁） という理由で， 節を
改めて論じられている。
第4章では，危険の基礎的概念が検討されている。具体的には，まず，危
険の一般的意味，次に，危険の定義，そして最後に，危険事故およぴ危険事
情が取上げられている。そして，著者は危険を損害（事故）の発生の可能性
とする定義を採択されている。
第5章では， リスクの形態が取上げられている。目次に示されているよう
に， リスクを一般的形態，個別的形態，および企業危険の形態に分け，それ
ぞれ2種類， 5種類， 3種類の危険の形態分類が行われている。
第6章では， リスクマネジメントの意義が論述され，つづいてリスクマネ
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ジメントの形態が分類されている。ここで，著者はリスクマネジメントの目
的について論じられている。そして， リスクマネジメントが，目次に示され
ているように， 2節にわたり九つの形態に分類されている。
第7章では， リスクマネジメントに管理過程型リスクマネジメントと意思
決定型リスクマネジメントのあることが説明され，そして著者が前者の立場
に立ちリスクマネジメントを展開していることが言明されている (132頁）。
そこでは，まず，管理過程型リスクマネジメント，つづいて，意思決定型リ
スクマネジメントが論じられている。そして最後に，経営組織におけるリス
ク・マネジメント位置づけが検討されている。
第8章では，保険市場の構造について論述されている。ここでは，まず，
保険市場の意義が説明され，つづいて，保険市場の構成者としてきわめて重
要な役割をはたす仲介機関としてのプローカーと，世界の海上保険や再保険
市場の中心である英国市場におけるロイズ市場について説明されている。
第9章では，まず，保険経営の原則と経営可能の限界が論じられている。
次r 保険経営機能は (1)ア｀ノクーフイプィング，（2）料率決定，（3）マー ケテ
ィング，（4）再保険およぴ保有，（5）保険金支払い，（6）投資，および(7)会計計算
等に分類することができるとされ，第8章および第10章で取扱われている経
営機能以外のマーケティング，保険金支払い，および投資の諸機能が解説さ
れている。そして，最後に，保険企業の組織形態が論じられている。
第10章では，第8章およぴ第9章で取扱われていない保険の経営機能，す
なわちアンダーライティング，保険料率の決定，および保険会計が論じられ
ている。
第11章では，保険行政の理念，必要性とあり方，範囲と体系，およびわが
国の保険行政が扱われている。
本書の特色
本書には二つの特色があるように思う。その一つは保険総論におけるリス
クマネジメントの導入であり，他はリスクマネジメントおよび保険行政に関
亀井利明著「保険総論ーリスクマネジメントと保険の理論」 （前川） （377)55 
する著者の見解をあげることができる。以下，それぞれの特色について記し
たい。
まず，本書について，著者自身，次のように述べられている。 「本書は保
険総論と題してはいるが，その内容はリスクマネジメント論を中心として保
険契約論，保険経営論を盛り込んだ独特のものとなっている。したがって百
科辞典的な，あるいは保険商品解説的な保険総論書とは相当内容の異なるも
のとなっている」。「それは相変わらず保険企業側に立った保険学が展開され
ており，これが一般に難解で，面白くなく，他の学問分野との交流が少ない
という欠点を有しているからである」と。そして，第4章，第5章，第6章
および第7章がリスクマネジメントに当てられている。このことは，本書の
副題が「リスクマネジメントと保険の理論」であることによっても明らかで
ある。
次に，著者は本書において著者自身のリスクマネジメントに対する見解を
明らかにされている。この点こそ本書の最大の特色であろう。リスクマネジ
メントに関する著者の見解が展開されているのは， 「第4章第2節 リスク
の本質」，「第5章第3節企業危険の形態」，「第6章第1節 リスクマ
ネジメントの意義」，および「第7章第3節 リスクマネジメントと経営
組織」においてである。
「第4章第2節 リスクの本質」では，著者のリスクの定義が示されて
いる。すなわち，「多くのアメリカの保険学者はリスクを損害に関する不確
実性と定義しているが，不思議にもリスクマネジメント論者はリスク概念を
あまりやかましく議論せず， リスクを簡単に定義するかリスクを真正面から
定義することを避けているようである。それは， リスク概念が複雑すぎて一
義的定義が困難であるためか， リスクの概念論争を踏もうの議論と見ている
のか， リスクマネジメント理論の展開上必ずしも必要でないと考えているの
か，のいずれかであろう。筆者もこの点に関しては同じように考えており，
強いていえば損害（事故）の発生の可能性の方をとる。その理由は，保険論
でもリスクマネジメント論でも， risk,peril, hazardの関係を明確化する
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ことが論理構成上絶対必要で，そのかぎりにおいて可能性説の方が判りやす
く，かつ確率論との関係も無難だからである」 (77頁）。そして，ここにいう
損害（事故）の発生の可能性について，著者は次のように述べられている。
「危険の本質に関する議論において， 『損害の可能性』という語が使われる
が，正しくは『事故の可能性』というべきである。この場合には，もちろん
『可能性』 (possibility,Moglichkeit, possibilite)それ自体にアクセントが
ある。可能性は，一方において不可能性 (impossibility,Unmoglichkeit, 
impossibilite)の対立観念をなし，他方において必然性 (necessity, Not-
wendigkeit, necessite)の対立観念をなしている。 それゆえ， 可能性は不
可能性と必然性の中間概念ということになろう」 (72-73頁）と。
「第5章第3節企業危険の形態」で，著者は企業危険の一形態として
「企業倒産危険」をあげられている。この企業倒産危険について，著者は次
のように説明を加えられている。「企業倒産はわが国では経営破綻という言
葉でも呼ばれているが，必ずしも破産を意味するものではない。それは①銀
行取引停止処分，⑨会社更生法適用，⑧商法331条の会社整理，④和議法によ
る整理，⑥内整理（私的処理），⑥自己破産の申請を指すものである」 (102 
頁）と。
「第6章第1節 リスクマネジメントの意義」では，リスクマネジメン
トの目的に関する著者の見解が明示されている。すなわち，「企業の経営は，
危険負担と危険克服のパランスのうえに，生産および販売といった組織的活
動を持続することを意味する。不幸にして，企業経営を誤り，企業の保全や
防衛に失敗して倒産への道を歩む企業は実に多い。リスクマネジメントの目
的は実にこのような倒産防止にあり，企業経営の維持管理ないし保全管理に
あるといえよう。換言すれば， リスクマネジメントの目的は企業倒産からの
防衛戦略であり，倒産危険の科学的管理である」 (105頁）と。
「第7章第3節 リスクマネジメントと経営組織」では， リスクマネジ
メントが経営組織上どこに位置づけられるかが問われている。そして，著者
は，経営管理ないし経営戦略型のリスクマネジメントを前提とした経営組織
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上の位置づけは，全般管理スクッフおよぴ部門管理スタッフの双方を担当す
るスクッフ職能をもって理想とするとされている。 「けだし， リスクマネジ
メントは全般管理と部門管理の双方をその対象とし，かつまた，純粋危険の
みならず投機的危険をも対象とするゆえ，危険処理の業務執行をリスクマネ
ジメント部門やリスクマネジャーが担当すべきではなく，全般部門管理や部
門管理部門に担当させるのが正しいあり方だからである。換言すれば， リス
クマネジメント部門はラインであってはならず．スタッフでなければならな
ぃ」 (143頁）。そして，「スクッフ職能としてのリスクマネジメント部門の長
をリスクマネジャー (RiskManegger)とするならば，それは取締役か監査
役でなければならない」 (143頁）と主張されている。そして，その理由を，
「わが国の監査役の職責は商法上明確であるが．実際上その経営組織上の位
置づけが不鮮明であり，その業務内容も必ずしも明確ではない。筆者はかね
がね，わが国独特の機関である監査役をしてリスクマネジャーたらしめるこ
とができないかと考えてきた。けだし， リスクマネジメントは企業倒産危険
の管理であり，監査役は倒産をチェックできる立場にあるからである」 (143
頁）とされている。
著者は，さらに，「第11章第3節保険行政の範囲と休系」において，
保険行政に対する提言を行っておられる。それは以下のようである。「思う
に，既存の保険監督は会社保険＝営利保険を前提とし，かつそれを対象とし
てきたもので，協同組合保険を対象としていない。保険監督の市場封鎖性と
保険事業の営利性に伴って港在的・顕在的に保険需要を感じながら，それを
満たしえなかった階層を対象とした共済という名の保険事業が協同組合の形
式で発達してきたのであるから，それは全く異質の存在である。これは最初
から保険業法上の保険監督を受ける筋あいはなく，別個の監督を受くべきも
のである。したがって，同じ保険技術を用いて経営されているといっても，
その経営組織が異なり，特定の職域や地域を対象とした限定組合員主義をと
っているものを，等しく保険という立場から監督を一元化しようとするの
は，あまりにも共済事業の特殊性と戦後果たしてきた機能を無視するもので
58(380) 第 32巻第 5 号
ある」。「したがって，保険行政を一元化する必要はなく，多元的であっても
差し支えない。ただ，それではゆるやかな監督を受けている共済事業は競争
上有利であるので，困るというような意見があるかもしれないが，これはあ
まりにも経営上のビジョンを欠くもので，それなら保険監督を緩和させる対
策を講ずればよいはずである」 (247頁）。「最後に一言したいのは，共済事業
の監督はある程度共通した規則目標をもって保険事業とは別休系で行なわれ
るべきである。けだし，共済という名称を用いて財務的堅実性を欠いたいか
がわしいものが登場する危険性が十分あり，もはや保険需要者側の組織選択
性が満たされているものとして，組合員限定主義内の不特定多数人の保膜と
協同組合保険の正常機能維持のため，その実休に即応した統一的な規制が必
要である。しかし，それは，規制すれど千渉せずといった必要最低限にとど
めらるべきである。協同組合保険が正常機能を維持しているかぎり，その監
督官庁は農林省であろうと通産省であろうと，それが多義にわたっても一向
に差し支えない」 (248頁）。つまり，保険事業と共済事業は性格的に異なる
という理由によって，それぞれ別個に監督が行われるべきであると主張され
ている。
若干の考察
これまで本書の概要およびその特色と思われる点を紹介してきた。ただ
し，筆者が非力のため，十分な紹介になっていないかもしれない。したがっ
て，是非，本書を直接お読みいただきたい。
すでにおことわりしたように，本稿はいわゆる書評ではない。しかしなが
ら，本書を拝読し，筆者自身の今後の研究の示唆とするために，ここで，若
千の考察を加えておく必要がある。
本書は，その目次に示されているように， 12章で構成されている。しかし，
内容的に整理すれば， 本書の構成を次のようにみることもできる。すなわ
ち，保険研究の方法．（第1章），保険の仕組みとその機能（第2章），保険の
歴史（第3章），リスクマネジメント（第4章第7章），保険経営（第8章
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ー第10章），保険経営（第8章一第10章），および保険行政（第11章）とな
る。つまり，本書は，『保険総論』という書名の示すとおり， リスクマネジ
メントを取入れた保険論である。
そこで，本書をこのようにみる場合， リスクマネジメントの部分と保険の
部分のそれぞれに関して，問題を提起してみたい。その一つはリスクマネジ
メントの部分に開するものである。それは保険論という一つの視点からみた
場合のリスクマネジメントと保険経営の関係，またはリスクマネジメントの
位置づけの問題である。他の一つは保険の部分に関するものである。本書に
は英国の保険に関する論述が相当多い。ちなみに，第3章 第3節，第8章
第2節および第3節，ならびに第9章 第3節がそうである。わが国の保険
制度以外の制度をも対象とする場合，読者としては，重要性の観点からし
て，アメリカ合衆国および西ドイツ等に対する関心も避けがたい。
その他，本書が保険論の教材であるという意味で，用語の使用法について
学ぶところがあった。それは原語と訳語に関する問題である。本書にはカタ
カナの表現による原語と同義の訳語（日本語）が代替的に使用されているよ
うに思われる。とくに， リスクまたは危険の基礎的概念，たとえば， リスク
または危険，ペリルまたは危険事故，ハザードまたは危険事情・状況等であ
る。筆者はこれら用語は同義で使用されていると理解したが，保険論を初め
て学ぶ人にとっては，原語の表現と日本語の表現とではその意味に相遮があ
ると理解する可能性がある。確かに，訳語ではニュアンスの相遮まで表現す
ることが困難な場合も多い。しかし，そのような場合には，用語に一定の定
義を与え，いずれか一方に統一して使用することも一つの方法ではないかと
思う。
さて，最後に，本書の特色となっているリスクマネジメントに関し，筆者
自身の研究にかかわって気づいた点にふれておきたい。
まず，第ーはリスクの定義に関する訳語の問題である。著者は， リスクの
定義に関連する訳語について，次のように論じられている。
「英語の chanceという語にはもちろん好機，幸運という意味はあるが，
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偶然とか可能性という意味が強く，それゆえ，筆者は ‘‘chanceof damage 
of loss"あるいは “chanceof loss"を損害の可能性ないし損害発生の可能
性と訳するのである。また， chanceof lossに代えてリスクを possibility
of lossと定義される場合がある。この場合には， リスクは損害の可能性を
意味していることはいうまでもない。 chanceという表現をとろうが，その
意味するところは同じと考え・て差し支えない」 (71頁） と。つまり， 著者は
chanceは possibilityを意味すると解釈されている。このことをここで問
題にするのは chanceを possibilityと解釈することの是非ではない。問題
はこの論述とこの論述に付された脚注とが矛盾するように思われる点であ
る。注2では，次のように述べられている。「なお， chanceof lossをはっ
きりと損害発生の可能性と定義している学者がいる。すなわち， ‘‘chanceof 
loss is an expression of the prob~bility that a loss will occur" と記
されている (Mehr& Osler, Modern Life Insurance, Rev. ed., 1956, 
p.12.）」（73頁）。しかしながら，この英文をみるかぎり， Mehr& Oslerは
損害発生の機会 (chance)を損害発生の確率 (probability) と定義してい
ると解釈できる。このような解釈をした場合，著者のいうように損害発生の
可能性 (possibility)が損害発生の chanceと同義とすれば，損害発生の可
能性 (possibility)と損害発生の確率 (probability)ともまた同義というこ
とになる。しかしながら，可能性 (possibility)と確率 (probability)とは
その意味が異なるのではないだろうか。つまり，損害発生の機会 (chance)
は損害発生の可能性 (possibility)ではなく，損害発生の確率(probability)
を意味するのではないだろうか。
第二に，著者は「がんらい，アメリカの学者は危険を論ずるに当たって損
害という用語を不用意に使いすぎるように思われる」 (83頁）と指摘されて
いる。筆者は損害という用語が不用意に使われすぎているか否かの問題では
なく，著者のこの指摘によって，基礎的概念，とくに損害という用語を改め
て検討する必要があるという示唆を得た。 そのことについて， いま， ここ
で，論議する余地はないが，検討の必要があるという理由のみ記しておきた
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い。損害という用語には，物理的損害（被害）と経済的損害（損失）の二つ
の意味が含まれているように思われる。この二つの意味を因果関係にしたが
って並べれば，まず物理的損害があって，その結果経済的損害が生じるとな
る。少なくとも保険論では，伝統的に，損害の二つの意味のうち後者の意味
にかぎられていた。もちろん， リスクマネジメント論の分野においても，そ
の出発点における歴史的事情から，経済的損害の処理が中心とされた。しか
し，今後， リスクマネジメントの展開の方向によっては，経済的価値のみを
基準としつづけることができるか否かは疑問である。すなわち，たとえ経済
的には価値がないとしても，人道的または文化的に優先順位が与えられる•よ
うな価値基準が置かれるかもしれない。その場合には，経済的損害（損失）
よりもむしろ物理的損害（被害）そのものの方が重要視されることがあるか
もしれない。このような意味で，損害のみならず基礎的概念の検討が必要な
ように思われる。
そして，第三に，著者は第6章においてリスクマネジメントの形態を分類
されている。考え方にもよるとは思うが，この点に関し疑問を生じた。それ
は，筆者がリスクマネジメントが保険管理から発展してきたという歴史的事
実をみる場合，個人や組織（家計，企業，国家）の経済主体における危険を
包括的に処理することこそがリスクマネジメントのリスクマネジメントたる
所以であると考えていたからである。しかし，著者は，たとえば国際的危険
またはマリン・リスクのように，経済主休以外の局面でリスクマネジメント
を分けて考えられている。この点についてはリスクマネジメント論の今後の
動向に注目して行きたい。
おわりに
さて，本書の著者は保険およびリスクマネジメント分野のオーソリティー
であり，とくに日本リスクマネジメント学会設立者でもある。このような意
味においても，いち早くリスクマネジメントと保険の理論を世に問うまさに
適任者である。一方，著者は「はしがき」において次のように述べられてい
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る。「本書の主要部分はあくまで過去の研究成果の安易な利用にすぎないた
め，私自身満足すべきものと思っていない。保険現象や保険制度は今後ます
ます，多様化，複雑化，高度化，国際化の傾向を強めるものと考えるので，
いつの日か新たな研究意欲と問題意識をもって新しい保険総論を書き下した
いと思う」と。この新しい保険総論を拝読できる日が待ち望まれる。
